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　コミュニティ・スクール活動の一環として、大
和田小学校の児童たちが竹馬やこま回しなどの日
本の遊びを体験しました。地域の名人にコツを優
しく教えてもらいながら、楽しく遊ぶ児童たち。
教室と体育館はたくさんの笑顔であふれていまし
た。

今月の表紙は
「日本の遊び」
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針谷市長からの
メッセージ

　私が市長に就任し、実現したいことの一つで
あった「古河ゆかりの会」を先月都内で開催しま
した。古河市は交通の利便性が高い反面、人材の
流出が危惧されていますが、裏を返せば、市外で
活躍されている人が大勢いるということです。
　この会を通して、全国で活躍されている皆さま
に古河の魅力を広く発信いただくなどのお力添え
をいただき、古河市のさらなる発展を目指してま
いります。
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全国へ、そして世界へ
古河のモノづくり力

＜特集＞
コミュニティ・スクール推進中
＜pick up!＞
総和地域交流センターの建設が
始まります
◆子宮頸がんをご存じですか？
◆新型コロナワクチン接種のご案内
◆特定外来生物による被害にご注意く
　ださい/サンワ設計ネーブルパーク「平
　成館」で日帰り入浴の営業が始まり
　ます
◆古河ブランドに新商品が仲間入り！/
　「男女の詩」の入賞作品が決定しました
◆県広報コンクールで古河市が入賞/表
　彰・全国大会出場

健康百科/私のオススメ!!
キラリ古河ビト
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/おうちでカンタン古
河ごはん
まちの話題Report！
古河っ子だより
古河インフォメーション
お知らせページ/広告
わたしのこがでくらすと/読者アンケー
ト
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■会社概要

ものづくりで、感動を与え続ける

有限会社野澤鉄工

▲従業員全員が一致団結して課題に挑戦し続けます

会社名：有限会社野澤鉄工
住所：坂間198-41
電話番号：48-2229
従業員数：37人

　
当
社
は
１
９
５
０
年
の
創
業
以
来
、
丸

材
加
工
・
鍛
造
品
加
工
・
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク

ス
加
工
・
異
形
引
き
抜
き
材
加
工
等
の
切

削
加
工
を
し
て
お
り
、
日
々
、
改
善
・
努

力
を
惜
し
ま
ず
事
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
主
に
自
動
車
部
品
の
加
工
を
し
て
い
ま

す
が
、
産
業
機
器
分
野
の
加
工
に
も
着
手

し
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
工
作
機

械
を
有
し
、
複
雑
な
形
状
に
も
対
応
で
き

る
こ
と
が
当
社
の
強
み
で
す
。
お
客
さ
ま

の
要
望
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
生
産
加
工
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
従
業
員
一
丸
と
な
り
、
切
削
加

工
業
界
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
、
最
先
端

の
技
術
・
設
備
を
取
り
入
れ
、
当
社
に
し

か
で
き
な
い
切
削
加
工
部
品
作
り
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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地域学校協働活動との　　　一体的推進の仕組み

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会を設置した学校） 地域学校協働本部

学校運営協議会 　  　 活動を推進する体制
地域や学校との連絡調整や活動の企画を行う

各自治体・支援団体とのつながりを作り、
協力して活動を実施

活動を継続的・安定的に実施

　　学校をさらに良くする協議

　校長が作成する学校運営の基本方針を承認する
　学校運営について、教育委員会または校長に
　意見を述べることができる

PTA 地域住民教職員 校長 自治会 民間企業地域住民PTA自治会
社会

教育団体

活動の推進や連絡調整を行う

地域学校協働活動推進員=

市
で
は
今
年
度
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
す
た

め
に
、
市
内
全
小
中
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
の
こ
と
で

す
。
地
域
の
課
題
や
実
情
に
合
わ
せ
て

「
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
の

か
」「
そ
の
た
め
に
何
を
行
う
の
か
」
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

で
力
を
合
わ
せ
て
学
校
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
協
議
会
で
の
方
針
を
も
と
に
行
わ
れ

る
活
動
が
地
域
学
校
協
働
活
動
で
す
。
活

動
活
性
化
の
た
め
に
、
学
校
と
地
域
の
連

絡
調
整
役(

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員)

と
推
進
体
制(

地
域
学
校
協
働
本
部)

を
順

次
拡
大
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

理
念
の
下
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
み
ん
な

が
子
ど
も
た
ち
の
先
生
と
な
り
、
地
域
全

体
が
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
り
ま
す
。

全
国
的
に
も
導
入
が
進
む
こ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
連
携
・
協
働
の

輪
に
参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

読書離れが進む子
どもたちに本の面
白さを伝えたい

子どもたちの郷土
愛を育みたい

地域を活性化したい

実効性のある防災
訓練をしたい

学校やPTAだけで
は見守り活動の運
営が難しい

体験活動など子ども
たちに豊かな学びを
提供したい

例えば…

学校・地域それぞれの課題がある
中、より良い教育を行うためにさ
まざまな声が上がっています

学校・地域
の課題
学校・地域
の課題
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地域学校協働活動との　　　一体的推進の仕組み

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会を設置した学校） 地域学校協働本部

学校運営協議会 　  　 活動を推進する体制
地域や学校との連絡調整や活動の企画を行う

各自治体・支援団体とのつながりを作り、
協力して活動を実施

活動を継続的・安定的に実施

　　学校をさらに良くする協議

　校長が作成する学校運営の基本方針を承認する
　学校運営について、教育委員会または校長に
　意見を述べることができる

PTA 地域住民教職員 校長 自治会 民間企業地域住民PTA自治会
社会

教育団体

活動の推進や連絡調整を行う

地域学校協働活動推進員=

見守り活動
　さまざまな人の協力の下で広い範囲の見
守りが可能になり、子どもたちが安全に安
心して通学できます。

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
信
頼
で
き
る
多

く
の
大
人
と
の
関
わ
り
が
必
要
で
す
。
教

室
で
学
べ
な
い
こ
と
も
、
地
域
の
人
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
専
門
性
や
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
が
実
現
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
増
え

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
見
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
安
心
感
の
中
で
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
教
員
の

負
担
が
減
り
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う

時
間
が
確
保
で
き
る
こ
と
や
、
地
域
に
新

た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
多
く

の
面
で
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
古
河
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
「
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
」
を
旗
印
に
、
学
校
や
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
連
携
・

協
働
の
輪
を
広
げ
て
い
る
真
っ
た
だ
中
に

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
未
来

の
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

を
旗
印
に
！

古河市教育長　吉田浩康

学校と地域の
　　連携した活動へ

学習支援
　家庭科のミシン補助や習字、職場体験学
習などを地域が支援することで、子どもた
ちは充実した学びの時間が得られます。

地域探検や郷土学習
　地域を知ることで地元への理解が深ま
り、郷土愛にもつながるほか、地域の担い
手としての意識の高まりも期待されます。

>>>>>
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大和田イーグルキッズ応援団
齋藤会長

大和田イーグルキッズ応援団
の皆さん

水海小未来プロジェクト
船橋会長

市内重点校　　の取り組み市内重点校　　の取り組み

　
「
水
海
小
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は

週
２
日
、
下
校
時
の
立
哨
・
見
守
り
活
動

を
地
域
の
人
た
ち
と
始
め
ま
し
た
。
活
動

は
危
険
箇
所
を
中
心
に
行
い
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
学
校
と

連
携
し
て
い
ま
す
。
私
も
参
加
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
言
葉
を

見
守
り
か
ら
始
ま
る
地
域
お
こ
し

し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

き
っ
か
け
に
連
携
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
活
動
の
進
め
方
な
ど
、
こ
れ
か
ら

決
め
て
い
く
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
以
前

よ
り
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
活
動
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
活
動
し
て
い
て
感
じ
る
の
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
素
直
だ
と
い
う
こ

と
。
私
た
ち
を
見
か
け
る
と
元
気
に
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
る
の
で
気
持
ち
が
明
る
く

な
り
ま
す
。
学
習
支
援
で
は
こ
ま
回
し
や

竹
馬
な
ど
、
日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
を
一

緒
に
行
っ
た
り
、
ミ
シ
ン
の
使
い
方
を
教

え
た
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し
そ
う
に

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
私
た
ち
も
自

分
の
経
験
を
生
か
し
た
活
動
が
で
き
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
学
校
を
中
心
に
活
動
を
続
け
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
拡
大
・
活
性
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
大
和
田
イ
ー
グ
ル
キ
ッ
ズ
応
援
団
」

で
は
登
下
校
時
の
見
守
り
や
学
習
支
援
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
元
々
は
複
数
の
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
で
見
守
り
を
し
た
り
、
個

人
が
校
庭
の
草
取
り
を
し
た
り
し
て
い
ま

地
域
の
つ
な
が
り
を
広
げ
た
い

◀
活
動
の
お
礼
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
手
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

その取り組みや課題、会長の思

℡22-5111

の導入に伴い、市内に3つの地
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>>>>>

水海小未来プロジェクト
の皆さん

古河四小協働活動推進委員会
の皆さん

古河四小 学校運営協議会
菊田会長

市内重点校　　の取り組み市内重点校　　の取り組み

【問】 教育総務課、生涯学習課

交
わ
す
機
会
が
増
え
て
お
互
い
の
距
離
も

自
然
と
縮
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
ま
た
協
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
地
域

の
事
情
も
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
意
識
も
変
化
し
ま
し
た
。
学
校
の
外
に

出
た
子
ど
も
た
ち
を
近
く
で
守
れ
る
の
は

地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
だ
け
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
地
域
全
体
で
の
支
援
が
必

要
で
す
。

　
昔
は
周
り
に
た
く
さ
ん
い
た
「
お
せ
っ

か
い
な
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
」
の
よ
う

に
、
良
い
意
味
で
の
お
せ
っ
か
い
を
み
ん

な
で
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
地
域
お
こ
し

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
活
動
へ
の
参
加
は
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
構
い
ま
せ
ん
。
こ
の
特
集
を
通
じ
て

「
参
加
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
う
人
が

1
人
で
も
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

り
ま
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
、
安
心
で
き

る
ま
ち
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

箇
所
で
の
立
哨
や
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
の
拡
声
器
で
注
意
を
呼
び
か
け
な

が
ら
の
見
回
り
で
す
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
組
織
し

た
「
ク
ロ
ー
バ
ー
守
り
隊
」
は
、
子
ど
も

た
ち
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
学
校
を
通
し
て
お
披
露
目
の
場
も
設

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
立
哨
な
ど

を
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
見
守
っ
て
い

る
存
在
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
安
心
し
て

通
学
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
今
は
ま
だ
一
部
の
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
地
域
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

見
守
り
は
、
危
険
箇
所
だ
け
で
な
く
皆
さ

ん
の
自
宅
か
ら
で
も
行
え
ま
す
。
通
学
の

時
間
帯
に
、
庭
先
か
ら
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」「
お
か
え
り
」
と
声
を
か
け
る

だ
け
。
人
の
目
が
増
え
る
こ
と
で
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
地
域
の
安
全
に
も
つ
な
が

　
私
た
ち
の
学
区
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
毎
日
登
下
校
時

の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
危
険

安
心
・
安
全
の
地
域
づ
く
り

　今年度コミュニティ・スクール
域学校協働本部を設置しました。
いなどについて伺いました。
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開 館 日　令和7年12月(予定)
主要構造　鉄骨造2階建て
延床面積　約2,500平方メートル
施設構成　多目的スタジオ、図書エリア、　　
　　　　　研修室、創作室、交流サロン等

施設概要

　新たな地域活力を創造するため、中央公民館、ふれあい公民館、さくら公民館、勤労青少年ホーム・働く
女性の家(サークル館)の4施設を廃止・集約し、総和地域交流センターを整備します。

【問】 社会教育施設課℡92-4501

総和地域交流センターの建設が始まります

市役所総和庁舎
建設予定地

令和4～5年度 基本設計・実施設計

令和5年2月 イメージパネル展示会

　　　  3月 中・高校生ワークショップ

           4月 市民ワークショップ

　　　  6月 市民説明会・パブリックコメント実施

令和6年度 建設工事開始

令和7年12月 開館予定

生活の潤いや心の張り合いが感じられるような
さまざまな活動に対応できる空間

人と人との集いや出会いによる、活発な連携・
協働を生み出す空間

利用者が地域の文化に誇りを持ち、また、新た
な地域文化を創造する活動の拠点となる空間

ひとが行き交う魅力あふれる地域づくりを目指します

基本理念(3つのづくり) 整備の過程と今後のスケジュール

にぎわいづくり

地域づくり

生きがいづくり
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1階平面図

※部屋の名称は変更になる場合があります。

多目的スタジオ(大)

和室1

和室2

児童図書コーナー

打ち合わせ室

交流ロビー

図書エリアピロティ

１階平面図

創作室

研修室2

研修室1

交流サロン

授乳室 WWC

MWC

HWC

※室名は変更になる可能性があります

キッチンスタジオ

音楽スタジオ

HWC

WWCMWC

ラーニングスペース

ワークスペース

ワークスペース

ワークスペース

多目的スタジオ1

多目的スタジオ2

研修室5

研修室4

研修室3

２階平面図
※室名は変更になる可能性があります

2階平面図

▲多目的スタジオ(大)イメージ

▲2階吹き抜け周りイメージ

>>>>>

図面の詳細はこちら
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子宮頸がんをご存じですか？
　市では、子宮頸

け い

がんの予防や早期発見をするためにワクチンの定期接種や検診を行っています。子宮頸が
んは最も予防しやすいがんと言われており、がん予防の知識が大切です。不安に感じた時は、かかりつけ医
や健康づくり課などに相談してください。

【問】 健康づくり課℡48-6882

子宮頸がんとは

子宮頸がんを防ぐポイントは？

　子宮の頸部という入り口付近に発生するがんで、主にヒトパ
ピローマウイルス(HPV)の感染が原因と考えられています。
　日本では毎年11,000人の女性がかかり、約2,900人が亡く
なっています。最近は20～30歳代での発症が増えており、30
歳代までにがんの治療によって子宮を失う(妊娠できなくなる)
人も1年間に約1,000人います。

　初期症状がほとんどないため、発見された時にはがんが進行していることもあります。私たちが自分でで
きる対策は次の2つです。

子宮頸がん
子宮頸部

HPVワクチンを接種しましょう 子宮頸がん検診を受けましょう

　最新の9価HPVワクチンを接種すると、子宮頸
がんの原因の80～90％を防ぐ効果があります。
また、次の対象者には無料で接種を行っています。
■定期接種
対象　小学6年生～高校1年生相当年齢の女性
接種期限　高校1年生相当年齢に達した年度の3
月31日
■キャッチアップ接種(特例措置)
対象　平成9年4月2日以降生まれで未接種の女性
接種期限　令和7年3月31日
※この期間を過ぎてから自己負担で接種しようと
すると10万円程度かかる場合があります。

詳細はこちら▶

　市内在住の20歳以上を対象に実施しており、
年度内に1回受けられます。「集団検診」か「医
療機関検診」を選んで受診してください。
　今後の検診は4月以降に行います。詳細は、広
報古河4月号と同時配布する「特定健診・がん検

診のご案内」また
は市ホームページ
をご覧ください。

ワクチン接種で感染予防

ポイント1

検診で早期発見・治療

ポイント2
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新型コロナワクチン接種のご案内
　3月31日で新型コロナワクチンの特例臨時接種(全額公費負担)が終了します。4月以降の接種については
定期接種や任意接種として実施しますが、自己負担が発生しますのでご注意ください。自己負担額や補助額
などの詳細は、決定次第お知らせします。

【問】 健康づくり課℡48-6882

　接種証明書アプリとコンビニ交付は3月31日㈰で終了します。アプリで接種記録を
確認している人は、印刷や画像の保存をしてください。
　令和5年度分までの接種の証明書は、古河福祉の森会館窓口で申請受け付けと発行
をします。令和6年度以降接種については証明書の発行はありません。

注意点

　3月25日から、新型コロナワクチン接種に関する問い合わせやキャンセルについての連絡先が変わります。
電話のかけ間違いにご注意ください。

・今年度分の接種予約受け付けは3月22日㈮までです
・自己負担なく接種できるのは3月31日㈰までですが、医療機関によって最終実施日が異なるため、
希望する人は早めにご予約ください
・お手元にある接種券は4月以降は使用できません

　新型コロナワクチン接種証明書の発行について

　古河市コロナワクチンコールセンターの運営を終了します

※左記以外の対象者は、任
意接種(全額自己負担)とし
て受けられます。

対象
　　●65歳以上
　　●60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能
　　に障がいがあり身体障害者手帳1級相当の人
　　※年齢は接種当日の満年齢です。

区分 　　定期接種

費用 　　自己負担(一部補助予定)

接種回数 　　年1回

時期 　　秋冬

使用する
ワクチン 　　流行や効果を踏まえて毎年見直し

4月からの新型コロナワクチンの接種

古河市コロナワクチンコールセンター
℡23-2567
時間　9時～17時(土・日曜日、祝日を除く)

健康づくり課　感染症対策係
℡48-6882
時間　8時30分～17時15分(土・日曜日、
　　　祝日を除く)

3月22日㈮まで 3月25日㈪から
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　納税等は口座振替を　アライグマやクビアカツヤカミキリによる被害が増大しています。これらの生物は特定外来生物と呼ばれ
生きたまま持ち運ぶことは法律で禁止されています。見かけたら定着させないように防除をお願いします。

【問】 環境課℡76-1511

特定外来生物による被害にご注意ください

餌となるものを屋外に放置せず、通風口などの侵入
経路をふさぐ

アライグマ クビアカツヤカミキリ

体長：約40～60センチメートル
特徴：目の周りが黒く、尾がしま模様。トウモロ　
　　　コシやスイカ等の農作物を食い荒らすほか、
　　　住居や文化財へ侵入して被害をもたらす

体長：約2.5～4センチメートル
特徴：全体的に光沢のある黒色で、胸部(首の部
　　　分)が赤い。桜・梅・桃等に寄生し、木を
　　　食い荒らして枯れさせてしまう

その場でたたきつぶすか靴で踏みつぶす

▲フラスと呼ばれる木くずと
ふんが混ざったものが目印見かけたら

見かけたら

サンワ設計ネーブルパーク「平成館」で
日帰り入浴の営業が始まります

　4月から日帰り入浴ができるようになります。自然に囲まれた空間で、ゆったりと癒やしの時間をお楽し
みください。

【問】サンワ設計ネーブルパーク「平成館」℡91-2080

▲足跡

開始日　4月1日㈪
時　間　10時～16時　
場　所　サンワ設計ネーブルパーク「平成館」
定休日　月・金曜日
費　用　300円(市外在住の人は330円)
　　　　中学生以下200円(市外在住の人は
　　　　220円)
　　　　※3歳未満は無料。
その他　ボディソープ、リンスインシャン　
　　　　プー、ドライヤーあり
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　市では、市内の商品の中で特に優れたものや安心・安全・高品質なものを「古河ブランド」として認証し
ています。認証された商品は、市内外の物産イベントやパンフレットなどで広く紹介しています。
　今年度実施した審査で新たに「老舗増田家の鰻

うなぎ

」が認証され、古河ブランドに加わりました。ぜひ、ご賞
味ください。

【問】 商工観光課℡22-5111

古河ブランドに新商品が仲間入り！

　　　　老舗増田家の鰻

　100年以上受け継がれてきた秘伝のたれを使い、
炭火で柔らかく焼き上げました。肉厚なかば焼きと
白焼きのおいしさを真空パックに閉じ込めています。

「男女の詩」の入賞作品が決定しました
　男女共同参画やワーク・ライフ・バランスについて日々感じて
いること、将来実現させたいことなどをテーマに募集した「男

ひ

女
と

の詩
う た

」に、市内外から478作品の応募がありました。1次選考で
選出された作品から、10月～11月に行ったさんさんまつり等の
会場やWeb投票により、入賞作品が決定しました。

【問】 人権推進課℡９２-３１１１

ワーク・ライフ・バランスとは

働く全ての人が「仕事」と育児や介護、
趣味や学習、休養、地域活動など仕事以
外の生活との調和を取り、その両方を充
実させる働き方・生き方のことです

認証マークが目印です

　現在、全23品目が古河ブランドとし
て認証されています。産品には雪華をモ
チーフにした「古河ブランド認証マー
ク」が貼られています。

古河ブランド認証マーク

　　

○最優秀賞　364票

○優秀賞 ○入賞

一般の部 投票総数 1,240票

　はるまきさん
　木立けいさん

　千
ち

葉
ば

信
まこと

さん
　都井の風さん

東予稲村さん
支
ささ

えている
つもりが今

き ょ う

日も
支
ささ

えられ

　　

○最優秀賞　435票

○優秀賞 ○入賞

小・中学生の部 投票総数 1,248票

　渡
わ た

辺
な べ

魁
か い

星
せ い

さん(小学4年生)
　阿

あ

久
く

津
つ

朱
し ゅ

凜
り

さん(小学5年生)
　すさん(中学3年生)
　稲

い な

毛
げ

田
だ

凜
り ん

さん(小学5年生)

三
み

宅
や け

鈴
り

音
お

さん
(小学6年生)

みんな違
ちが

っていいんだよ
同
おな

じ人
ひと

はいないから
個
こ

性
せい

は「宝
たから

物
もの

」
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　令和5年茨城県広報コンクールにおいて、ブランドムービー「こがくらす」が映像部門で特選、広報古河
5月号が広報紙部門で入選を受賞しました。今後も読みやすく親しみのある広報紙作成に努めるとともに、
市の魅力を効果的に発信していきます。

【問】 シティプロモーション課℡92-3111

県広報コンクールで古河市が入賞

広報紙部門
令和5年広報古河5月号【入選】映像部門

ブランドムービー「こがくらす」【特選】

鈴
す ず

木
き

日
に

香
こ

さん(上尾クラブ)

第26回全国ヤングバレーボールクラブ大会

【カデットの部】
水
み ず

垣
が き

遙
は る

希
き

さん(総和中学校)

JOCジュニアオリンピックカップ2023年
全日本卓球選手権大会

石
い し

川
か わ

蓮
れ ん

太
た

さん、吉
よ し

羽
ば

大
や ま

和
と

さん、宮
み や

島
じ ま

佳
け い

佑
す け

さん、
松
ま つ

尾
お

英
え い

祐
す け

さん(FC古河)

第47回全日本U-12サッカー選手権大会

尾
お

花
ば な

優
ゆ う

心
み

さん(下妻第一高等学校)

SoftBankウインターカップ2023第76回
全国高等学校バスケットボール選手権大会【女子25m・50m自由形】

【混合4×25mフリー・メドレーリレー】
靍
つ る

見
み

洋
よ う

子
こ

さん、染
そ め

谷
や

悦
え つ

子
こ

さん(イーグルイトマン
スイミングスクール古河)

ねんりんピック愛
え

顔
が お

のえひめ2023
水泳交流大会

枝
え だ

博
ひろし

さん(古河グラウンド・ゴルフ協会)

第36回全国グラウンド・ゴルフ交歓兵庫
県大会

文部科学大臣表彰 中
な か

川
が わ

美
み

幸
ゆ き

さん
(42歳、坂東市)

三和中学校

優秀教職員
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抱っこ紐を装着する時のポイント

　抱っこ紐
ひ も

は育児の強力な味方ですが、体が小さい
1歳未満の子どもは転落事故が発生しやすく注意が
必要です。転落の原因として、抱っこする位置が低
過ぎることや、ベルトの緩み、バックルの締め忘れ
などが挙げられます。抱っこ紐にはさまざまな種類
がありますが、商品によって使える時期が異なるた
め、説明書を確認して正しく安全に使用しましょう。

①赤ちゃんのおでこにキスができる高さに
　赤ちゃんのお尻の位置は大人のおへそより高くし
ましょう。抱っこする時の重心が上がり、大人の負
担も減ります。
②赤ちゃんは脚を自由に動かせますか？
　膝はお尻より高く、脚は大人にしがみつけるよう
に立体的なM字型にしましょう。

　普段、抱っこ紐を使っていて腰や肩が痛くなると
いう場合は、姿勢や付け方を見直してみると良いで
しょう。抱っこすることで大人も赤ちゃんも快適に
安心して過ごせます。抱っこ紐はお互いに顔を見る
ことができ、話しかけやすいため、親子の絆を深め
るためにも、ぜひ、活用してみてください。

【問】 子育て包括支援課℡48-6881

③赤ちゃんは手を自由に動かせますか？
　赤ちゃんの両手は上に上げましょう。胸が広がり
呼吸がしやすくなります。
④赤ちゃんの体をピッタリ密着させましょう
　抱っこ紐が緩いと窒息や転落につながります。大
人の手のひらが入る程度を目安に密着させましょう。
⑤赤ちゃんの表情は見えますか？
　窒息を防ぐため、口や鼻の周りに呼吸をさまたげ
るものがないか注意しましょう。

ブラク

知っていますか？
抱っこ紐の正しい付け方

おうちで楽しむ屋台の味

こがキラメンバー　koko

　道の駅まくらがの里に出店しているラーメン屋
台。2種類のラーメンと中華総菜を持ち帰り販売
しています。
　こだわりのオリジナル商品「江戸っ子大ちゃん
ラーメン(しょうゆ)」と北海道産小麦を100%使
用した「さっぽろ生ラーメン(選べるスープ)」が
あります。自宅用としてはもちろん、ちょっとし
た手土産としても喜ばれるのでオススメです！

【店舗概要】
営業時間：9時～17時
住所：大和田2623
定休日：水曜日
電話：23-2661

江戸っ子大ちゃんラーメン

15   -  広報古河　2024.3



板
子
マ
コ
ト
さ
ん(

44
歳
・
東
本
町)

誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
世
界
に

　
風
船
を
使
っ
た
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
円
筒
に
乗

せ
た
板
の
上
で
行
う
バ
ラ
ン
ス
芸
な
ど
、
豊
富
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
巧
み
な
話
術
で
観
客
を
魅
了
す
る
板
子
さ
ん
。
大
道

芸
人
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
活
動
を
通
し
て
伝
え
た
い
思

い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

芸
歴
17
年
の
実
力
派
大
道
芸
人

▲観客を魅了する圧巻の演技

　
高
校
生
の
頃
に
大
道
芸
に
興
味
を
持
っ

た
板
子
さ
ん
が
、
本
格
的
に
こ
の
道
に
進

も
う
と
決
心
し
た
の
は
20
歳
の
時
。
苦
手

だ
っ
た
風
船
の
破
裂
音
を
克
服
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
介
護
施
設
を
訪
問

し
な
が
ら
腕
を
磨
き
、26
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
。

初
め
て
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
緊
張
の
あ
ま
り

頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
少
し
ず
つ
知
名
度
も
上
が
り
、
順
調
に

見
え
た
活
動
も
4
年
前
に
転
機
が
訪
れ
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行-

。
仕
事
は
な

く
な
り
収
入
も
減
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
な

状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
や
ろ
う
と
覚
悟
を
決
め
た
と
言
い
ま

す
。
期
間
中
は
自
然
体
験
教
室
の
講
師
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
挑
戦
し
、
大
道
芸

以
外
で
も
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
気
付
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
人
を
喜

ば
せ
る
こ
と
が
自
分
の
生
き
が
い
だ
と
改

め
て
感
じ
た
そ
う
で
す
。
昨
年
は
4
年
ぶ

り
に
、
一
番
思
い
入
れ
が
あ
る
と
い
う
古

河
桃
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し

た
。
観
客
か
ら
「
お
か
え
り
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
時
は
自
然
と
涙
が
こ
ぼ
れ
た
と

話
し
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
が
私
の
原
動
力
」

と
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
語
る
板
子
さ

ん
。
満
開
の
ハ
ナ
モ
モ
の
下
で
多
く
の
観

客
が
拍
手
を
送
り
、
満
開
の
笑
顔
が
広
が

る
、
そ
ん
な
光
景
を
今
年
も
見
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

▲風船でかわいい作品を作ります▲愛くるしい表情も魅力の一つです
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お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メールの
場合は件名を「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・電話
番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課℡92-3111)へ申し込みください♪

今月の古河っ子
いいこが育つ古河

生まれてきてくれてありがと

う♡大好き♡
(父：弘治、母：祥江)

野
の

中
な か

虹
に

来
こ

 ちゃん

(令和5年8月生まれ)

中
な か

内
う ち

双
ふ た

葉
ば

 くん(右)

(令和3年1月生まれ)

兄弟仲良くたくさん笑って元

気に育ってね

(父：大貴、母：愛実)

渡
わ た

邊
な べ

睦
り く

斗
と

 くん

(令和5年5月生まれ)

睦斗、パパママのもとに生ま

れてきてくれてありがとう！

(父：大貴、母：佳奈)

ねぇね、にぃに大好きやん

ちゃ娘

(父：洋、母：実紗)

加
か

藤
と う

衣
い

織
お り

 ちゃん(右)

(令和4年2月生まれ)

多くの人を支えられる看護師
森川花

け

糸
い と

さん  諸川小学校6年生

　私の将来の夢は、看護師です。看護師になりたい
と思ったきっかけは、私の姉にあります。姉は生ま
れつき脳に障がいがあり、自分の意思を伝えること
が難しいです。そして、言葉を話したり、自分で思
うように体を動かしたりできません。その障がい
は、治るものではないけれど、少しでも姉の役に立
ちたいと思いました。姉を支えてくれている看護師
さんも優しい人たちで、私にとっての憧れです。私
が大人になったら、多くの人を支えられるような、
優しい人になりたいです。

17   -  広報古河　2024.3



▲兵藤和男画「柘榴」

兵
藤
和
男
展

　
　
　
　
　
　
～
旧
永
井
路
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
～

や
そ
の
関
係
者
た
ち
と
の
交
流
も
盛
ん

で
し
た
。
兵
藤
氏
の
作
品
群
は
、
そ
う

し
た
文
化
交
流
の
な
か
で
築
か
れ
た
、

い
わ
ば
永
井
路
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。

　
さ
て
、
永
井
氏
の
兵
藤
作
品
を
収
集

す
る
所ゆ

え
ん以

と
な
っ
た
人
物
は
、
前
述
し

た
里
見
氏
と
、
洋
画
家
の
鎌か

ま

田た

と
み
子

氏
の
二
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
永
井
氏
と
里
見
氏
と
の
間
の

親
密
な
文
化
的
交
流
は
、
永
井
氏
が

１
９
６
２
年
か
ら
40
年
間
過
ご
し
た
鎌

倉
山(

鎌
倉
市)

で
育
ま
れ
た
と
い
い
、

鎌
田
氏
と
の
交
流
は
、
東
京
女
子
大
学

卒
業
後
、
一
時
東
京
の
事
務
所
に
勤
め

た
永
井
氏
が
、
そ
こ
で
働
く
鎌
田
氏
と

知
り
合
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
鎌
田
氏
は
画
家
の
道
に
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
鎌
田
氏

に
里
見
氏
を
紹
介
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ

永
井
氏
で
あ
り
、
鎌
田
氏
は
里
見
氏
の

弟
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ

た
里
見
氏
は
、
鎌
田
氏
の
先
々
を
案
じ

同
氏
に
師
匠
と
し
て
兵
藤
氏
を
紹
介
。

里
見
氏
の
没
後
、
鎌
田
氏
は
兵
藤
氏
に

師
事
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、

横
浜
の
画
家
　
兵
藤
和
男

　
深
く
沈
ん
だ
青
色
の
重
厚
な
画
面
。

黒
色
に
近
い
背
景
の
な
か
、
密ひ

そ

や
か
に

水
差
し
と
グ
ラ
ス
が
浮
か
び
上
が
る
。

複
雑
な
赤
い
色
調
に
彩
ら
れ
た
柘ざ

く

榴ろ

の

実
は
、
暗
色
の
画
面
か
ら
輝
き
を
放

ち
、
こ
の
作
品
に
秘
め
た
生
命
力
を
伝

え
て
い
る
か
の
よ
う
。

　

本
作
品
を
描
く
兵ひ

ょ
う

藤ど
う

和か
ず

男お

氏

(

１
９
２
０
～
２
０
１
２)

は
横
浜
市
生

ま
れ
の
洋
画
家
で
す
。
１
９
３
３
年
頃

よ
り
油
絵
を
描
き
始
め
、
１
９
４
２
年

に
独
立
美
術
協
会
主
催
の
独
立
展
に
初

入
選
し
ま
し
た
。
以
後
も
出
品
を
重

ね
、
１
９
４
７
年
に
独
立
展
会
友
に
推

挙
さ
れ
ま
す
が
、
翌
々
年
に
は
辞
し
て

無
所
属
の
画
家
と
な
り
ま
す
。
以
降
、

い
わ
ゆ
る
画
壇
の
外
に
身
を
置
き
、
求

道
的
な
姿
勢
を
も
っ
て
具
象
絵
画
の
本

道
を
究
め
る
作
画
を
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
兵
藤
氏
は
画
壇
と
距
離
を
置
き
つ
つ

も
、
若
手
美
術
家
た
ち
を
集
め
て
神
奈

川
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
を
開
催
し
、
多

く
の
画
家
と
交
流
。
さ
ら
に
、
文
学

者
・
美
術
史
家
た
ち
と
の
活
発
な
交
わ

り
を
通
し
て
画
壇
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
画
力

を
嘱
望
さ
れ
た
同
氏
は
、
１
９
５
０

年
、
洋
画
壇
を
代
表
す
る
林は

や
し

武た
け
し

氏
の

知
遇
を
得
て
私し

淑し
ゅ
く

し
、
後
年
同
じ
く
洋

画
の
大
家
・
里さ

と

見み

勝か
つ

蔵ぞ
う

氏
に
も
厚
遇
さ

れ
、
両
者
と
も
に
晩
年
ま
で
交こ

う

誼ぎ

を
結

び
ま
し
た
。

永
井
路
子
と
の
出
会
い
と
交
流

　
と
こ
ろ
で
、
歴
史
小
説
家
の
永
井
路

子
氏
は
兵
藤
氏
の
詩
情
豊
か
な
作
品
を

多
く
愛
蔵
し
て
い
ま
し
た
。
永
井
氏

が
、
古
河
の
歴
史
や
文
化
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
芸
術
に
造
詣
が
深
く
、
歴

史
的
観
点
か
ら
美
術
に
触
れ
た
随
想
な

ど
も
多
く
著
し
た
永
井
氏
は
、
美
術
家

永
井
氏
と
兵
藤
氏
と
の
交
流
が
始
ま
っ

た
の
で
し
た
。

旧
永
井
路
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
以
来
、
永
井
氏
と
兵
藤
氏
は
、
鎌
田

氏
の
作
画
指
導
や
心
情
・
生
活
へ
の
配

慮
、
個
展
の
計
画
・
実
施
な
ど
、
詳
細

な
報
告
の
や
り
と
り
か
ら
文
学
・
芸
術

の
世
界
に
至
る
ま
で
、
親
し
く
交
流
し

て
い
ま
す
。
兵
藤
氏
が
没
す
る
ま
で
続

い
た
そ
の
関
係
か
ら
、
永
井
氏
の
も
と

に
は
油
彩
画
を
中
心
に
兵
藤
作
品
が
集

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
兵
藤
氏
没

後
、
永
井
氏
は
そ
の
20
点
余
り
の
処
遇

を
ご
遺
族
に
託
し
て
い
ま
す
。

　
兵
藤
氏
の
ご
遺
族
は
、
永
井
氏
と
ゆ

か
り
の
あ
る
古
河
市
で
の
活
用
を
望
ま

れ
、
こ
れ
ら
の
作
品
と
関
係
資
料
が
当

館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

展
覧
会
は
、
こ
れ
ら
の
寄
贈
作
品
を
公

開
す
る
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

永
井
路
子
旧
蔵
作
品
よ
り
紹
介
す
る
孤

高
の
画
家
・
兵
藤
和
男
の
絵
画
世
界

を
、
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
兵
藤
和
男
展
」

期
間　
3
月
16
日
㈯
～
5
月
6
日
㈪

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
倉
井
直
子
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作り方

材 料
豚バラ肉(スライス)
菜の花
酒
塩、こしょう

6枚
   12本

30cc
適量

晃陽学園 髙橋昭浩さん (調理師学科学科長)

　豚肉は中までしっかり火を通しましょう。葱
＆生姜ソースは唐揚げにかけると油淋鶏(ユー
リンチー)に変身します！

【葱＆生姜ソース】
しょうゆ
酢
上白糖
オイスターソース
ごま油
長葱と生姜

菜の花の豚肉巻き
葱
ね ぎ

＆生
しょう

姜
が

ソース【2～3人前】

❶しょうゆ、酢、上白糖、オイスターソース、ごま油をよ
く混ぜる
❷❶にみじん切りにした葱、生姜を加えてさらに混ぜる
❸菜の花はよく洗って水気を拭き、豚バラ肉は広げて塩と
こしょうで下味を付ける
❹菜の花2本を豚バラ肉1枚で巻く
❺皿に並べ全体に酒を振りかけたら、ラップをして
電子レンジ(600W)で約6分加熱する
❻肉に火が通ったら❷のソースをかけて完成！

40cc
35cc

5g
3g

30cc
各30g

三和図書館

【一般/スポーツ】
Dr.モルック

八
や

ツ
つ

賀
が

秀
しゅう

一
い ち

　著
　小児科医としてフィンラン
ドに留学し「木で木を倒すス
ポーツ」モルックに出会った
著者は、日本モルック協会を
設立し全力で普及活動を続け
てきた。世界大会の誘致活動、
モルックとフィンランド文化
などについて語る。

出版社…心書院

【一般/小説】
ふしだら・さくら

瀬
せ

戸
と

内
う ち

寂
じゃく

聴
ちょう

　著
　最期まで小説を書き続けた
瀬戸内寂聴の単行本初収録作
品集。「記憶」「めぐりあい」
など、愛に真

し ん

摯
し

に向き合い、
生きるため救いを求める人間
の姿を描く珠玉の4篇

ぺ ん

を掲載
する。

出版社…新潮社

【児童/読み物】
夜光貝の光

遠藤由実子　作
　夢をあきらめた少年・彼方
は、夏休みに訪れた奄美大島
で、戦争で命を落とした幽霊
少女のルリと出会う。記憶探
しのなかで、ふたりが最後に
見つけたものは－。小6男子
のひと夏の成長物語。

出版社…文研出版

【絵本】
きょうりゅううんどうかい

たしろちさと　作
　きょうりゅうたちのうんど
うかいが始まりました。司会
は福井県で発掘された新種の
フクイベナートル。ティラノ
サウルスとマメンチサウルス
のスピード競争のゆくえは
…？　きょうりゅうたちが大
活躍する楽しいコラージュ絵
本。

出版社…小学館
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離れていても故郷を思う
古河ゆかりの会

　2月11日、都内ホテルで古河ゆかりの
会を開催しました。この会は、各界で活
躍されている市にゆかりのある人たちが
互いの親睦を深めるとともに、市との関
係強化を図ることで関係人口が増えるこ
とを期待して開催したものです。
　当日は古河大使をはじめ、文化・ス
ポーツ・芸術など、さまざまな分野の著
名人21人が参加。ふるさと古河の話や
近況などを語り合い、交流を深めました。▲記念すべき1回目の開催。和やかな雰囲気の中、交流を深めました

▲自身の経験を基に思いを語る谷氏

障がいはハンデではなく多様性
ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進講演会

協力して災害を乗り越えよう！
古河市民大学
協力型防災ゲーム「LIFE」

▲さまざまな年代の参加者が協力してゲームに挑戦

　2月10日、野本電設工業コスモスプラザでパラ
リンピックアスリートの谷

た に

真
ま

海
み

氏を講師に迎え
「ダイバーシティ＆インクルージョン推進講演
会」を茨城県と共催で行いました。
　夢を諦めない気持ちや挑戦することの大切さな
ど、熱のこもった話に参加者は真剣なまなざしで
聞き入っていました。

　2月3日、野本電設工業コスモスプラザで協力
型防災ゲーム「LIFE」を実施しました。
　「LIFE」は地震や津波などの災害が起きる中で、
プレイヤーが協力して被害を最小限に抑える疑似
体験ゲームです。参加した38人は、ゲームを通
じて災害時に周囲と協力することの大切さなど、
楽しみながら防災意識を高めました。
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▲左から落合桃花さん、中田結月さん、阿部小雪さん、野澤ここなさん、
近藤望来さん、高矢陽さん

古河の魅力をPR
新たな桃むすめが決定

　1月27日、ヤクルトはなももプラザで
古河桃むすめの委嘱状交付および記者発
表が行われました。
　新たに野澤ここなさん、近藤望

み

来
く

さ
ん、高矢陽

みなみ

さんが選ばれ、前年から活動
している3人と一緒に古河市の顔として
活動していきます。
　新メンバーの野澤さんは「自然や歴史
がたくさん詰まった魅力あふれる古河市
を発信していきたい」と意気込みを語り
ました。

練習の成果を発揮して
古河市小学生なわとび大会

優れた成績や活動を表彰
古河市学校教育褒賞授与式・
古河市教育論文表彰式
　2月9日、ユーセンターKI防水で古河市学校教育
褒賞授与式・古河市教育論文表彰式を行いました。
　絵画や標語、ポスター作品など、文化や芸術、
スポーツの分野で優秀な成績を収めた児童生徒
10人、1団体へ学校教育褒賞が授与されるととも
に、教育論文で優れた成績を収めた教員18人が
表彰を受けました。

▲学校教育褒賞を授与された児童・生徒の皆さん

　2月3日、イーエスはなもも体育館で第49回古
河市小学生なわとび大会を開催しました。
　当日はプロ縄跳びプレーヤーの生

い く

山
や ま

ヒジキ氏に
よる「パフォーマンスショー＆なわとび教室」が
行われたほか、80人の児童が「うしろとび」な
どの回数を競う競技に参加。児童たちは、保護者
の声援に背中を押され、上位入賞を目指しました。

▲真剣な表情で二重跳びに挑戦する小学生
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古河っ子

だより
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　市内に9カ所ある子育て支援センターは、子育てをしてい
る人に遊び場の提供と子育てのお手伝いをする所です。みん
なで一緒に歌ったり体操したり絵本を見たりするほか、季節
の制作や手形アート、毎月のお誕生会など、さまざまな活動
をしています。
　利用する場合は事前予約が必要です。活動時間外には育児
相談等も受け付けています。0歳児で初めて利用する場合は
事前に問い合わせください。

からのご案内

子育て支援
センター

各施設の詳細や催しは、古河市地域支援
センターのホームページからもご覧いた
だけます

申
込
期
間　
3
月
9
日
㈯
10
時

～■
ま
ゆ
玉
で
こ
い
の
ぼ
り
を
作

ろ
う

　
繭
玉
を
使
っ
て
手
の
ひ
ら
サ

イ
ズ
の
作
品
を
作
り
ま
す
。

日
時　
4
月
7
日
㈰
①
10
時
30

分
～
11
時
30
分
②
13
時
～
14
時

対
象　
小
学
2
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴

定
員　
各
8
人(

先
着)

費
用　
７
０
０
円

申
込
期
間　
3
月
23
日
㈯
10
時

～申
込
・
問　

サ
ン
ワ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル
ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

℡
２
２
‐
５
５
２
０

図
書
館(

室)

お
は
な
し
会

■
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
KI
防
水

期
日　
3
月
9
日
㈯

時
間　
14
時
～
14
時
40
分

対
象　
乳
幼
児
～
小
学
校
低
学

年実
施
団
体　
あ
け
ぼ
の
会

問　
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
KI
防
水

℡
３
１
‐
３
２
１
１

■
三
和
図
書
館

期
日　
3
月
9
日
㈯
・
23
日
㈯

時
間　
14
時
～
14
時
40
分

対
象　
乳
幼
児
～
小
学
校
低
学

年実
施
団
体　
朗
読
サ
ー
ク
ル
す

ず
め

問　
三
和
図
書
館

℡
７
５
‐
１
５
１
１

サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河
の
催
し

■
手
形
・
足
形
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

　
子
ど
も
の
成
長
記
録
で
あ
る

手
形
な
ど
で
作
品
を
作
り
ま
す
。

日
時　
3
月
24
日
㈰
①
10
時
～

11
時
②
11
時
～
12
時

対
象　
0
歳
～
未
就
学
児
と
そ

の
保
護
者

※
兄
弟
で
参
加
す
る
場
合
は
小

学
生
以
上
可
。

定
員　
各
8
組(

先
着)

費
用　
１
５
０
０
円(

Ａ
4
サ

イ
ズ
の
フ
レ
ー
ム
付
き)

講
師　
角か

く

田た

晃
子
氏

駅前地域子育て支援センター
(ヤクルトわんぱくステーション)

子育て支援センター あさひ
(あさひ保育園)

3月の主な活動

子育て支援センターポコ・ア・ポコ
(認定こども園さんわ)

3月の主な活動3月の主な活動
・親子えいごあそび
・足形deイースター制作
・おひさま卒援式

・モンテッソーリ線上歩行
・フラワーアレンジ
・クッキング保育

・三味線演奏会
お子さんと一緒に生の三味線
の音色を聴きましょう

週間スケジュール
㊊0歳児㊋0～2歳児㊌1歳児㊍0
～2歳児㊎2歳児以上
費用　100円
問　ヤクルトわ
んぱくステーシ
ョン(本町4-1-1)
℡23-4120

週間スケジュール
㊊0歳児㊋・㊌1歳児㊍全年齢㊎2
～5歳児㊏園庭等開放(無料)
費用　100円
問　あさひ保育
園(旭町2-9-39)
℡32-7568

週間スケジュール
㊊～㊎0～2歳児
費用　100円
問　認定こども
園さんわ(尾崎
3521-9)
℡33-6655



　

＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院(鴻巣1555　℡47-1010)

＊茨城県救急医療情報システム
　ホームページ内にある「小児輪番検索」から、休日や夜間に子どもの急病時の
対応をしている医療機関を探すことができます。

小児救急医療輪番表

＊診療時間
月～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日：9時～16時
※実施時間外の受診については、筑波メディカルセンター
病院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。
＊対象年齢　
15歳未満

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急
医療を行っています。事前に電話でご相談ください。

◆茨城子ども救急電話相談　℡050-5445-2856(受付時間：24時間365日)
　大人を対象とした電話相談も受け付けます

時間外当番薬局の
情報はこちら
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日 月 火 水 木 金 土
3/1 2
赤 西

3 4 5 6 7 8 9
友 西 西 西 西 赤 西
10 11 12 13 14 15 16
友 西 古 西 西 赤 西
17 18 19 20 21 22 23
友 西 古 西 西 赤 西
24 25 26 27 28 29 30
赤 西 古 西 西 赤 西
31 4/1 2 3 4 5 6
西 西 西 西 西 赤 西

健康づくり事業　　　　　　　　       　 問　子育て包括支援課(古河福祉の森会館)℡48-6881
乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

3歳児健診 R2年9月15日～10月31日生 三和地域福祉センター 3/19㈫ ※対象者には案内を
個別通知します。

相談 内容 場所 期日 時間

5カ月児相談 身体計測、離乳食の話、ふれあい遊び、育児
相談(母子健康手帳、問診票、バスタオル持参)

古河福祉の森会館 3/18㈪ ※対象者には
案内を個別通
知します。健康の駅 4/9㈫

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、乳幼
児の心理や発達に関する個別相談

健康の駅 4/18㈭
9時20分～
15時30分

古河福祉の森会館 4/25㈭

教室 内容 場所 期日 時間 申込期間

パパママクラス
(予約制)
定員13組［多数抽選］

子育てについての講話、赤ちゃんのお風呂入
れ体験、妊婦体験
(母子健康手帳、筆記用具、エプロン持参)

健康の駅 4/27㈯ 9時30分～
11時 3/21㈭～4/4㈭

3～6カ月児健診、9～11カ月児健診
(公費負担)を受けましょう

子育て広場臨時休館

　乳児一般健康診査受診票を使用して医療機関で受
けられます。
問　 子育て包括支援課℡48-6881

■ヤクルトわんぱくステーション
期日　3/24㈰
問　ヤクルトわんぱくステーション
　　℡23-4120

■ヤンチャ森
期日　3/25㈪
問　ヤンチャ森
　　℡92-9033
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■桃まつり期間中は駐車場が有料になります
時間　9時～17時
料金　普通自動車500円、バス2,030円、二輪車無料
■迂

う

回
かい

のお願い
　会場付近の道路は大変混雑します。上り(東京)方面、
下り(宇都宮)方面、古河市内に向かう人は渋滞回避の
ため、迂回にご協力ください。

第48回古河桃まつり

期間　3月16日㈯～31日㈰
※16日18時からは、オープニングイベントとして手
筒花火の放

ほ う

揚
よ う

(荒天翌日)が行われます。
場所　古河公

く

方
ぼ う

公園
問　(一社)古河市観光協会℡23-1266

古河さくらまつり2024

期日　3月30日㈯・31日㈰
場所　サンワ設計ネーブルパークふれあい広場
内容　3月30日：アンパンマンショー(10時30分、13
時30分)
3月31日：お囃

は や

子
し

(9時30分)、吹奏楽(10時30分)、フ
ラダンス(12時10分)、タレントショー(13時30分)
問　古河さくらまつり実行委員会［(一財)古河市地域
振興公社内］℡92-7748

　「矢
や

口
ぐ ち

」「寿
じ ゅ

星
せ い

桃
と う

」「源
げ ん

平
ぺ い

」「菊
き く

桃
も も

」「寒
か ん

白
ぱ く

」「照
て る

手
て

」の6種類のハナモモ約1,700本が咲き誇ります。鮮やかな
ピンク色で染まった桃林をお楽しみください。

　親子で自然と親しめる、桜で彩られたおまつりです。約280本の桜が咲き誇る、この時期にしか見られない
「桜舞うネーブルパーク」をお楽しみください。
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　物価高騰等による家計への影響が大きい低所得者
世帯への負担軽減を図るため、住民税均等割のみ課
税されている世帯に対して給付金を支給します。対
象と思われる世帯には、3月中に世帯主宛てに確認
書を発送する予定です。
※未申告者や転入者がいる世帯は、申請書の提出が
必要です。なお、受理から支給までは1～2カ月程
度かかります。
対象　基準日(令和5年12月1日)に古河市に住民登
録があり、世帯全員の令和5年度住民税が均等割の
み課税世帯
※次の①または②に該当する世帯は対象外です。
①住民税課税者の扶養親族のみで構成される世帯
②租税条約の適用を届け出ている世帯員がいる世帯
給付額　1世帯10万円
申請期限　7月31日㈬
申込・問　 臨時特別給付金コールセンター
(〒306-0221駒羽根1501)℡92-9541

住民税均等割のみ課税世帯への
臨時特別給付金

　物価高騰が低所得子育て世帯の家計に深刻な影響
を与えていることから、住民税非課税世帯および均
等割のみ課税世帯に対して子ども1人当たり5万円
を支給します。対象と思われる世帯には、3月中に
世帯主宛てに確認書を発送する予定です。
※未申告者や転入者がいる世帯は、申請書の提出が
必要です。なお、受理から支給までは1～2カ月程
度かかります。
対象　基準日(令和5年12月1日)に古河市に住民登
録があり、世帯全員の令和5年度住民税均等割が非
課税である世帯および均等割のみ課税世帯で18歳
以下の子どもがいる世帯
※次の①または②に該当する世帯は対象外です。
①住民税課税者の扶養親族のみで構成される世帯
②租税条約の適用を届け出ている世帯員がいる世帯
給付額　18歳以下の子ども1人当たり5万円
申請期限　7月31日㈬
申込・問　 臨時特別給付金コールセンター
(〒306-0221駒羽根1501)℡92-9541

住民税非課税世帯および均等割の
み課税世帯への子ども加算

　市内在住・在勤または出身で、絵画制作活動を続
けている作家の作品を展示します。
期間　3月20日㈬～5月6日㈪
時間　9時～17時(入館は16時30分まで)
場所　古河街角美術館
休館日　月曜日(3月25日・4月1日は除く)、4月26
日㈮・30日㈫
問　古河街角美術館℡22-5911

古河の絵画美術展ⅢECOフェスタ古河2023

　環境問題について一緒に考え、環境にやさしい暮
らしを実践してみませんか。講演では、アライグマ
などの外来生物被害の現状と対応について考えます。
日時　3月16日㈯14時
場所　道の駅まくらがの里こが
内容　五

ご

箇
か

公一氏による講演「外来生物」(14時～
15時）、環境問題を啓発する展示・体験コーナー
問　 環境課℡76-1511



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　各課直通電話番号

各庁舎の住所は33ページをご覧ください
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市
役
所
か
ら

各
施
設
の
臨
時
休
館

■
ヤ
ク
ル
ト
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

期
日　
3
月
29
日
㈮

問　
ヤ
ク
ル
ト
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

℡
２
１
‐
１
２
５
５

■
古
河
断
熱
中
田
公
民
館
図
書
室

期
日　
3
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

問　
古
河
断
熱
中
田
公
民
館

℡
４
８
‐
１
８
５
２

ユ
ー
セ
ン
タ
ー
KI
防
水
の
休
館

　

改
修
工
事
に
伴
い
長
期
休
館
し
ま

す
。
再
開
後
も
11
月
頃
ま
で
工
事
に
よ

る
騒
音
等
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
予
約
の
際
は
状
況
を
確
認
し
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
4
月
1
日
㈪
～
7
月
31
日
㈬

問　
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
KI
防
水

℡
３
１
‐
３
２
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
の
た
め
休
日
開
庁
し
ま
す

　
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

指
定
の
交
付
場
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

期
日
・
場
所

4
月
14
日
㈰
：

市
民
総
合
窓
口
室

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
12
時

問　

市
民
総
合
窓
口
課

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
に
お
け
る

休
日
開
庁
の
業
務
内
容
変
更

　
毎
月
第
2
日
曜
日
の
パ
ス
ポ
ー
ト
休

日
開
庁
に
つ
い
て
、
4
月
か
ら
業
務
内

容
が
交
付
の
み
に
変
わ
り
ま
す
。
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所　

市
民
総
合
窓
口
室

問　

市
民
総
合
窓
口
室

粗
大
ご
み
の
処
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
春
は
新
生
活
の
準
備
な
ど
で
家
庭
ご

み
が
増
え
ま
す
。
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
ご
み
収
集

に
つ
な
が
り
ま
す
。
処
分
や
分
別
で
お

悩
み
の
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
課

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時　
4
月
13
日
㈯
8
時
30
分

※
中
止
の
場
合
は
前
日
17
時
ま
で
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集
合
場
所　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場(

旧

三
国
橋
南
側)

清
掃
区
域　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
周
辺

か
ら
野
木
町
境
ま
で

問　

環
境
課

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
給
付
金
の
申
請

　
対
象
世
帯
の
世
帯
主
宛
て
に
1
月
中

旬
か
ら
確
認
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
る
た
め
、
未
申

請
の
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
対
象
と
思
わ
れ
る
人
で
確
認

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

対
象　
基
準
日(

令
和
5
年
12
月
1
日)

に
古
河
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯

全
員
の
令
和
5
年
度
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
で
あ
る
世
帯

給
付
額　
1
世
帯
7
万
円

申
請
期
限　
3
月
31
日
㈰

申
込
・
問　

臨
時
特
別
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
９
２
‐
９
５
４
１

施
設
等
利
用
費
請
求
の
期
限

　
施
設
等
利
用
給
付
の
認
定
者
で
、
預

か
り
保
育
・
施
設
利
用
・
一
時
預
か

り
・
認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用
し
た

場
合
、
利
用
料
の
請
求
に
は
期
限
が
あ

り
ま
す
。
請
求
可
能
期
間
は
利
用
日
の

翌
月
1
日
か
ら
2
年
間
で
す
。
領
収
証

の
利
用
月
を
確
認
し
、
請
求
漏
れ
が
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

子
ど
も
福
祉
課

軽
自
動
車
の
登
録
・
変
更

手
続
き
は
確
実
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車(

バ
イ
ク
・
原
付
・
ト
ラ
ク

タ
ー
等
を
含
む)

の
名
義
変
更
・
住
所

変
更
・
売
却
・
解
体
な
ど
の
場
合
は
、

必
ず
申
告
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
①
古
河
市
ナ
ン
バ
ー(

原
付
・
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど)

：

市
民
税
課

②
つ
く
ば
・
土
浦
ナ
ン
バ
ー(

四
輪
の

軽
自
動
車)

：
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨

城
事
務
所

℡
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
３
１
０
６

③
排
気
量
１
２
５
ｃ
ｃ
超
の
バ
イ
ク
：

土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

℡
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
８
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土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
6
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産

の
評
価
額
を
記
載
し
た
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
納
税
通
知
書
は
４
月
上
旬

に
発
送
し
ま
す
。

期
間　
4
月
1
日
㈪
～
30
日
㈫

場
所　

資
産
税
課

対
象　
令
和
6
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
納
税
者(

非
課
税
・
免
税

点
未
満
の
人
は
対
象
外)

持
参
物　
身
分
証
明
書

※
代
理
人
の
場
合
は
、
納
税
者
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。

問　

資
産
税
課

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

(

農
振
除
外)

申
し
出
受
け
付
け

　
農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
農
地

以
外
の
土
地
利
用
を
計
画
し
て
い
る
人

は
、
農
地
転
用
許
可
申
請
の
前
に
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
変
更(

農
振
除
外)

申
し
出
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
間　
4
月
1
日
㈪
～
30
日
㈫

申
込
・
問　

農
政
課　

　春の狂犬病予防注射

　犬を飼っている人には、狂犬病予防法により、
生後90日を経過した犬の登録と、年に一度の狂
犬病予防注射が義務付けられています。
　下記日程で行う定期集合注射または動物病院で
受けてください。なお、登録犬の死亡、飼い主の
住所や所有者に変更があった場合は、必ず㊂環境
課にご連絡ください。
■当日持参するもの
①申請書(市役所からの通知はがき)
②費用：1頭3,350円(注射料3,000円+注射済票

交付手数料350円)
※新規登録の場合、登録料2,000円がかかります。
※環境省へマイクロチップの登録をしていて、通
知はがきが届かなかった人は、登録証明書等を持
参してください。
※動物病院での注射料金は、集合注射の料金と異
なる場合がありますので、接種する病院に問い合
わせください。
問　㊂環境課

期日 時間 実施場所

4/5 
㈮

9時～9時30分 間中橋農村集落センター

10時～10時30分 下内農村集落センター

11時～11時30分 駒込公民館

13時10分～13時40分 諸川西部公民館

14時10分～14時40分 大和田公民館

15時10分～15時40分 仁連会館

4/7 
㈰

9時～10時40分 市役所三和庁舎

11時10分～12時 三和農村環境改善センター
(三和野球場駐車場北側)

13時30分～15時 健康の駅(南側駐車場)

15時30分～16時10分 ユーセンターKI防水
第二駐車場

4/9 
㈫

9時～9時30分 ふれあい大空公園

10時～10時30分 町水海集落センター

11時～11時30分 高野集落センター

13時10分～13時40分 小立野第二公民館

14時10分～15時 尾崎国保診療所

期日 時間 実施場所

4/11 
㈭

9時～9時40分 雷電神社

10時10分～10時50分 古河保健所

11時20分～12時 古河ゴルフリンクス
(駐車場南側)

13時40分～14時10分 古河断熱中田公民館
臨時駐車場

14時40分～15時10分 中田集会所

4/14 
㈰

9時～10時30分 市役所古河庁舎

11時～11時50分 古河福祉の森会館

13時30分～15時 市役所総和庁舎第三庁舎前
（中央公民館東側）

15時30分～16時10分 とねミドリ館

4/18 
㈭

9時～9時30分 下大野コミュニティセンター

10時～10時30分 女沼公民館

11時～11時30分 大堤公民館

13時10分～13時50分 丘里公園

14時20分～15時 幸土上大野グラウンド
(東側駐車場)



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　各課直通電話番号

各庁舎の住所は33ページをご覧ください

 広報古河　2024.3 -   28

指
定
難
病
患
者
医
療
福
祉
助
成
金

　

下
半
期(

令
和
5
年
9
月
～
令
和
6

年
2
月)
分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
3
月
1
日
㈮
～
29
日
㈮

申
請
場
所　

障
が
い
福
祉
課
、

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合

窓
口
室

対
象　
市
内
在
住
で
、
保
健
所
で
指
定

難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
あ
る
人

(

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
は
対
象
外)

支
給
額　
指
定
難
病
特
定
医
療
費
の
自

己
負
担
額(

月
額
上
限
4
千
円)

持
参
物　
①
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受

給
者
証(

写
し
可
・
有
効
期
間
が
申
請

月
分
の
も
の)

②
医
療
機
関
・
薬
局
の

発
行
す
る
領
収
書(

指
定
難
病
分
の
金

額
が
分
か
る
も
の)

③
自
己
負
担
上
限

額
管
理
票
④
認
め
印
⑤
金
融
機
関
の
通

帳(

新
規
・
変
更
の
み)

問　

障
が
い
福
祉
課

℡
９
２
‐
４
９
１
９

国
民
年
金
保
険
料
額
の
改
定

　
4
月
～
令
和
7
年
3
月
の
保
険
料
が

1
カ
月
１
万
６
９
８
０
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

と
、
割
り
引
き
が
受
け
ら
れ
る
「
前
納

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

問　

国
保
年
金
課
、
下
館
年
金
事
務

所
℡
０
２
９
６
‐
２
５
‐
０
８
２
９

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
月
別
自
殺
者
数
の
多
い
３
月
を
強
化

月
間
と
し
て
、
国
や
県
等
と
連
携
し
広

報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
や
そ
の
周
囲
の
人
が

支
援
を
求
め
ら
れ
る
相
談
先
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
推
進
課

℡
９
２
‐
５
７
７
１

  

イ
ベ
ン
ト

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開

■
大
和
田
磐い

わ

戸と

神
楽

〇
鷲わ

し

神
社
・
神
楽
殿(

大
和
田
７
９
６)

日
時　
４
月
7
日
㈰
12
時
30
分
～
16
時

30
分(

餅
ま
き
は
16
時
ご
ろ)

問　

大
和
田
磐
戸
神
楽
保
存
会(

担

当
：
鮎
川)

℡
７
６
‐
６
４
２
５

■
中
田
永え

い

代だ
い

太だ
い

々だ
い

神
楽

〇
雀
神
社(

宮
前
町
4
‐
52)

日
時　
4
月
14
日
㈰
13
時
～
16
時(

餅

ま
き
は
15
時
30
分
ご
ろ)

〇
鶴つ

る
が
み
ね峯

八
幡
宮(

中
田
１
３
３
７
‐
６)

日
時　
4
月
21
日
㈰
10
時
30
分
～
16
時

(

餅
ま
き
は
15
時
30
分
ご
ろ)

問 　

古
河
神
楽
保
存
会(

担
当
：
高

橋)

℡
４
８
‐
２
１
２
７

古
河
断
熱
中
田
公
民
館
ま
つ
り

　
古
河
断
熱
中
田
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
発
表
等
を
行
い
ま
す
。

日
時　
作
品
展
：
３
月
23
日
㈯
9
時
～

17
時
、
3
月
24
日
㈰
9
時
～
16
時
、
発

表
会
：
3
月
24
日
㈰
9
時
30
分
～
15
時

場
所　
古
河
断
熱
中
田
公
民
館

※
第
2
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

持
参
物　
ス
リ
ッ
パ
、
靴
を
入
れ
る
袋

問　
古
河
断
熱
中
田
公
民
館

℡
４
８
‐
１
８
５
２

永
井
路
子
文
学
作
品
に
登
場
す
る

古
河
の
町
を
歩
く　
　

　
作
品
に
登
場
す
る
場
所
・
人
に
視
点

を
当
て
な
が
ら
、ま
ち
歩
き
を
し
ま
す
。

日
時　
３
月
23
日
㈯
９
時

場
所　
古
河
文
学
館

定
員　
25
人

費
用　
２
０
０
円

申
込
期
限　
３
月
15
日
㈮

申
込
・
問　
古
河
市
観
光
案
内
所

℡
３
０
‐
３
４
３
４(

受
付
時
間
：
10

時
～
15
時)

隣
保
館
前
期
講
座

■
楽
し
い
そ
ば
打
ち(

定
員
：
8
人)

日
時　
4
月
～
6
月
の
第
1
・
3
水
曜

日
、
9
時
30
分
～
11
時
30
分(

全
6
回)

■
料
理(

定
員
：
16
人)

日
時　
4
月
～
7
月
の
第
2
・
4
金
曜

日
、
9
時
30
分
～
11
時
30
分(

全
8
回)

■
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー(

定
員
：
10
人)

日
時　
4
月
～
7
月
の
第
2
・
4
月
曜

日
、
9
時
30
分
～
11
時
30
分(

全
8
回)

■
英
会
話(

定
員
：
10
人)

日
時　
4
月
～
７
月
の
第
1
～
3
水
曜

日
、
9
時
30
分
～
11
時
30
分(

全
10
回)

■
健
康
太
極
拳(

定
員
：
30
人)

日
時　
４
月
～
7
月
の
木
曜
日
、
9
時

30
分
～
11
時
30
分(

全
16
回)

■
タ
イ
式
ヨ
ガ(

定
員
：
14
人)

日
時　
4
月
～
6
月
の
日
曜
日
、
13
時

30
分
～
15
時
30
分(

全
８
回)

■
イ
ス
で
簡
単
筋
ト
レ(

定
員
：
30
人)

日
時　
4
月
～
7
月
の
第
1
・
3
・
5
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水
曜
日
、 

13
時
30
分
～
15
時
30
分(

全

10
回)

【
共
通
事
項
】

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用　
1
講
座
３
０
０
円

申
込
期
限　
3
月
13
日
㈬

申
込
・
問　

隣
保
館
℡
４
８
‐

１
９
８
９(

受
付
時
間
：
9
時
～
17
時)

古
河
市
中
学
生
卒
業
記
念
篆
刻
展

日
時　
3
月
5
日
㈫
～
4
月
25
日
㈭

9
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分
ま
で)

場
所　
篆て

ん

刻こ
く

美
術
館

休
館
日　
月
曜
日(

3
月
25
日
、
4
月

1
日
は
除
く)

費
用　
２
０
０
円(

小
中
高
生
50
円)

※
３
月
16
日
㈯
～
31
日
㈰
は
大
人

１
５
０
円
、
小
中
高
生
無
料
。

問　
篆
刻
美
術
館

℡
２
２
‐
５
6
１
１

許
我
篆
刻
会
展

　
篆
刻
講
座
受
講
生
の
展
示
会
で
す
。

期
間　
3
月
12
日
㈫
～
17
日
㈰

時
間　
9
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30

分
ま
で
。
最
終
日
は
16
時
ま
で)

場
所　
古
河
街
角
美
術
館

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
3
月
15
日
㈮
①
11
時
②
14
時

(

約
25
分)

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

定
員　
各
15
人

費
用　
無
料(

展
示
室
の
見
学
は
有
料)

曲
目　
「
い
ろ
あ
か
り
」
ほ
か

申
込
期
間　
3
月
8
日
㈮
9
時
～

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
文
学
館
テ
ー
マ
展

■
永
井
路
子
が
描
く
平
安
朝

期
間　
3
月
20
日
㈬
～
6
月
26
日
㈬

費
用　
２
０
０
円(

小
中
高
生
50
円)

問　
古
河
文
学
館

℡
２
1
‐
１
１
２
９

古
河
公く

方ぼ
う

公
園
春
の
植
物
観
察
会

　
公
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
野
草
の
名

前
を
覚
え
、
春
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
4
月
13
日
㈯
9
時
30
分
～
12
時

定
員　
20
人(

先
着)

費
用　
２
０
０
円(

当
日
納
入)

講
師　
川
田
い
つ
子
氏

申
込
期
間　
3
月
16
日
㈯
9
時
～

申
込
・
問　
古
河
公
方
公
園
管
理
事
務

所
℡
４
７
‐
１
１
２
９

  

ス
ポ
ー
ツ

イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
温
水

プ
ー
ル
春
期
水
泳
・
運
動
教
室

期
間　
4
月
～
6
月(

各
5
～
10
回)

※
日
時
、
費
用
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
高
校
生
以
上

内
容　

水
泳
教
室
、
泳
法
教
室
、
ウ

オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
教
室
、
腰
痛

体
操
教
室
、
美
容
と
健
康
体
操
教
室

申
込
期
間　
3
月
8
日
㈮
～
30
日
㈯
に

本
人
が
直
接
申
し
込
み

申
込
・
問　
イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園

温
水
プ
ー
ル
℡
９
２
‐
９
０
０
０

さ
ん
わ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

体
育
ク
ラ
ブ

日
時　
火
～
土
曜
日
、
15
時
～
20
時
30
分

場
所　
ゴ
ヨ
ー
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

対
象　
４
歳
以
上　
定
員　
各
40
人

費
用　
各
４
千
円
、
2
ク
ラ
ブ
で
７
千
円

内
容　
ス
イ
ミ
ン
グ
：
13
ク
ラ
ス
、
体

育
：
5
ク
ラ
ス(

年
齢
・
級
別)

申
込
期
間　
毎
月
28
日
ま
で
の
手
続
き

で
翌
月
よ
り
参
加
可

申
込
・
問　
ゴ
ヨ
ー
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
℡
７
６
‐
７
０
０
０

古
河
公
方
公
園

「
ど
ろ
ん
こ
ク
ラ
ブ
」

　
公
園
の
田
ん
ぼ
で
、
お
米
作
り
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間　

4
月
21
日
㈰
～
10
月
20
日
㈰

(

全
6
回)

対
象　
3
歳
以
上(

小
学
生
以
下
は
保

護
者
の
申
し
込
み
と
同
伴
が
必
要)

定
員　
30
人
程
度(

最
小
催
行
人
数
15

人)

［
多
数
抽
選
］

費
用　
１
６
０
０
円

申
込
期
限　
3
月
13
日
㈬

申
込
・
問　
古
河
公
方
公
園
管
理
事
務

所
℡
４
７
‐
１
１
２
９

映
画
上
映
会
「
或あ

る
夜
の
出
来
事
」

日
時　
３
月
25
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所　
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
ス
ペ
ー

ス
Ｕ
古
河

定
員　
50
人(

先
着)

申
込
期
間　
３
月
11
日
㈪
10
時
～

申
込
・
問　
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
ス

ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

℡
２
２
‐
５
５
２
０
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ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

日
時　
3
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
10
時

場
所　
エ
イ
ブ
ル
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー

対
象　
お
む
つ
が
取
れ
た
2
歳
以
上

費
用　
当
日
券
：
１
５
０
０
円
、
２
日

通
し
２
千
円
、
前
売
り
券
：
１
３
０
０

円
、
2
日
通
し
１
８
０
０
円

※
子
ど
も
・
親
子
イ
ベ
ン
ト
の
み
参
加

は
５
０
０
円(

親
子
千
円)

、
前
売
り
券

は
４
０
０
円(

親
子
８
０
０
円)

で
す
。

※
入
場
料
別
。

内
容　
プ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

申
込　
前
売
り
券
は
３
月
12
日
㈫
～

問　

エ
イ
ブ
ル
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー
℡
２
２
‐
３
５
０
０

健
康
太
極
拳
教
室(

前
期)

期
間　
4
月
３
日
㈬
～
9
月
25
日
㈬
の

水
曜
日

時
間　
13
時
～
15
時

場
所　
イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

定
員　
15
人(

多
数
抽
選)

費
用　
５
千
円(

初
回
納
入)

講
師　
池
田
菊
治
氏

申
込　
3
月
7
日
㈭
～
26
日
㈫
ま
で
に

申
込
書
を
イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

に
提
出

問　

古
河
市
太
極
拳
協
会(

担
当
：

澤
留)

℡
０
８
０
‐
１
０
７
８
‐

１
５
５
７

  

募
集

水
道
課
会
計
年
度
任
用
職
員

募
集
人
数　
1
人

応
募
資
格　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

勤
務
内
容　
一
般
事
務(

窓
口
・
電
話

対
応
を
含
む)

勤
務
場
所　
三
和
浄
水
場

雇
用
期
間　
5
月
1
日
～
令
和
7
年
3

月
31
日(
再
度
任
用
の
場
合
あ
り)

勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日
、
8
時
30
分

～
17
時
15
分

給
料　

月
額
15
万
1
０
０
円
～

15
万
８
９
０
０
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
公
務
災
害
補
償
、
有
給
休
暇

あ
り

申
込
・
問　
3
月
28
日
㈭
ま
で
に
履
歴

書
、
経
歴
確
認
書
を
提
出

水
道
課(

三
和
浄
水
場)

［
〒
３
０
６
‐

０
１
２
５
仁
連
１
２
９
４
‐
１
］

℡
７
６
‐
３
７
８
０

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

場
所　
市
内
小
学
校
区

対
象　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

活
動
内
容　
学
校
周
辺
や
通
学
路
で
の

見
守
り
活
動

申
込
・
問　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
活
動
す
る
学
区
の
小
学
校
へ

提
出(

随
時
受
け
付
け)

※
申
込
書
は
各
小
学
校
に
あ
り
ま
す
。

教
育
総
務
課

  

そ
の
他

一
般
曹
・
自
衛
隊
幹
部(

一
般)

・

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

■
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満(

採

用
予
定
月
の
１
日
現
在)

試
験
日　
1
次
：
5
月
17
日
㈮
～
26
日

㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日
、
２
次
：
6

月
15
日
㈯
～
30
日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る

1
日

受
付
期
限　
5
月
7
日
㈫

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生(

一
般)

応
募
資
格　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
［
大

学
を
卒
業(
見
込
み
含
む)

し
た
20
歳
以

上
22
歳
未
満
、修
士
課
程
修
了
者
等(

見

込
み
含
む)

で
28
歳
未
満
］

試
験
日　
①
１
次
：
4
月
20
日
㈯
・

21
日
㈰(

21
日
は
飛
行
要
員
の
み)

、
２

次
：
5
月
24
日
㈮
～
30
日
㈭
の
う
ち
指

定
す
る
日
、
３
次
：
海
上
・
航
空
の
飛

行
要
員
で
2
次
試
験
合
格
者
の
み

②
１
次
：
６
月
22
日
㈯
、
２
次
：
7
月

30
日
㈫
～
8
月
5
日
㈪
の
う
ち
指
定
す

る
日
、
３
次
：
海
上
・
航
空
の
飛
行
要

員
で
2
次
試
験
合
格
者
の
み

受
付
期
間　
①
4
月
12
日
㈮
ま
で

②
4
月
24
日
㈬
～
6
月
13
日
㈭

※
自
衛
官
候
補
生
は
随
時
募
集
中
。

問　
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
筑
西

地
域
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐
２
２
‐

７
２
３
９

国
税
専
門
官
募
集

対
象　
〇
平
成
6
年
4
月
２
日
～
平
成

15
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

〇
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
大
学(

短
期
大
学
を
除
く)

を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
令
和
7
年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
②
人
事
院

が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人
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試
験
日　

１
次
：
5
月
26
日
㈰
、
２

次
：
６
月
24
日
㈪
～
7
月
5
日
㈮
の
い

ず
れ
か
指
定
す
る
日
時

試
験
区
分　
国
税
専
門
Ａ(

法
文
系)

、

国
税
専
門
Ｂ(

理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系)

申
込
期
限　
3
月
25
日
㈪

申
込
・
問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
に
つ
い
て
：
人
事
院
人
材
局
試
験
課

℡
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１
、
右

記
以
外
：
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課℡
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

清
水
丘
診
療
所
事
務
組
合

職
員
募
集

募
集
人
数　
1
人

応
募
資
格　
昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
、
看
護
師
の
資
格
を
有
し
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

勤
務
内
容　
看
護
師
業
務
全
般

雇
用
期
間　
5
月
1
日
～

勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日
、
8
時
30
分

～
17
時
15
分

試
験
日　
3
月
下
旬
の
平
日(

予
定)

申
込
期
間　

3
月
4
日
㈪
～
15
日
㈮

(

受
付
時
間
：
月
～
金
曜
日
、
9
時
～

17
時)

申
込
・
問　
清
水
丘
診
療
所

℡
０
２
８
０
‐
８
８
‐
１
０
１
４

自
動
車
は
県
内
の
ナ
ン
バ
ー
に

　
古
河
市
に
転
入
し
た
人
は
所
有
す
る

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
「
つ
く
ば
」
に

変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
車
両
登
録
：
土
浦
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
℡
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐

２
０
１
８
、
自
動
車
税
：
茨
城
県
筑
西

県
税
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐
２
４
‐

９
１
９
０

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売

受
付
期
間　
3
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰

時
間　
9
時
～
16
時
30
分

申
込
・
問　

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
寺
久

℡
０
２
９
７
‐
２
０
‐
９
９
８
０

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

リ
サ
イ
ク
ル
作
品
展
示
会

　
各
教
室
や
サ
ー
ク
ル
で
制
作
さ
れ
た

作
品
の
展
示
会
で
す
。

期
間　
3
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰

時
間　
9
時
～
16
時
30
分

問　
さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

℡
０
２
９
７
‐
２
０
‐
９
９
８
０

未
来
を
つ
く
る
里
山
づ
く
り

　
里
山
の
四
季
を
感
じ
な
が
ら
、
保
全

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

期
日　
第
2
・
第
3
日
曜
日

時
間　
８
時
～
12
時

場
所　
稲
宮
の
森(

稲
宮
９
５
４)

問　
Ｎ
Ｐ
О
法
人
こ
が
里
山
を
守
る
会

℡
７
８
‐
０
７
９
５

住
宅
ロ
ー
ン
フ
ラ
ッ
ト
35
の
拡
充

　
子
育
て
世
帯
や
若
年
夫
婦
世
帯
を
対

象
に
、
子
ど
も
の
人
数
等
に
応
じ
て
金

利
を
引
き
下
げ
る
「【
フ
ラ
ッ
ト
35
】

子
育
て
プ
ラ
ス
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
金
利
引
き
下
げ
幅
を
最
大
年
マ

イ
ナ
ス
０・５
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス
1
・

０
％
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。

問　

住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ
ま

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
［
受
付
時
間
：
9
時

～
17
時(

祝
日
を
除
く)

］
℡
０
１
２
０

‐
０
８
６
０
‐
３
５

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
無
料
相
談
会

期
日　
①
3
月
7
日
㈭
②
3
月
8
日
㈮

③
3
月
11
日
㈪

時
間　
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
①
茨
城
県
弁
護
士
会
土
浦
支
部

(
土
浦
市
中
央
１
‐
13
‐
３
大
国
亀
城

公
園
ハ
イ
ツ
３
０
４)

②
茨
城
県
弁
護

士
会
館(
水
戸
市
大
町
２
‐
２
‐
75)

③

下
妻
市
商
工
会
館(

下
妻
市
長
塚
74
‐

１)定
員　
各
4
人(

先
着)

内
容　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労

働
問
題
や
生
活
保
護
な
ど
の
生
活
問
題

申
込　
各
開
催
日
ま
で
に
申
し
込
み

①
土
浦
相
談
セ
ン
タ
ー
℡
０
２
９
‐

８
７
５
‐
３
３
４
９
②
水
戸
相
談
セ
ン

タ
ー
℡
０
２
９
‐
２
２
７
‐
１
１
３
３

③
下
妻
相
談
セ
ン
タ
ー
℡
０
２
９
６
‐

４
４
‐
２
６
６
１

問　
茨
城
県
弁
護
士
会
事
務
局

℡
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
５
０
１

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金
が
改
正

　
鉄
鋼
業
や
機
械
器
具
製
造
業
等
の
ほ

か
、
電
気
・
精
密
機
械
器
具
等
製
造
業

の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

問　
茨
城
労
働
局
賃
金
室

℡
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
「
社
会

保
険
適
用
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス
」

　
労
働
者
の
収
入
を
増
加
さ
せ
る
取
り

組
み
を
行
っ
た
事
業
主
に
、
労
働
者
1

人
に
つ
き
最
大
50
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

問　

茨
城
労
働
局
助
成
金
事
務
セ
ン

タ
ー

℡
０
２
９
‐
２
９
７
‐
７
２
３
５
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茨
城
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座
生
の
募
集

　
悩
み
を
抱
え
る
人
の
電
話
相
談
を
行

う
相
談
員
の
養
成
講
座
で
す
。

受
講
期
間　
6
月
～
令
和
8
年
3
月
の

土
曜
日(

月
3
回)

※
9
月
14
日
㈯
～
16
日
㈪
の
宿
泊
研
修

は
受
講
必
須
。

場
所　
つ
く
ば
市
近
辺(

オ
ン
ラ
イ
ン

受
講
併
用
可)

対
象　
23
歳
以
上
で
、
い
の
ち
の
電
話

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
所
定
の
研
修
お
よ

び
24
時
間
受
信
体
制
で
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
人

定
員　
40
人
程
度

費
用　
各
課
程
７
千
円(

学
生
２
千
円)

［
全
５
過
程
］

※
宿
泊
研
修
の
宿
泊
費
別
。

申
込
期
限　
4
月
8
日
㈪

申
込
・
問　
茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務

局
℡
０
２
９
‐
８
５
２
‐
８
５
０
５

(

受
付
時
間
：
月
～
金
曜
日
、
9
時
～

17
時)

愛
直
便
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　
3
月
14
日
㈭
20
時

場
所　
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン
ロ
ー
ゼ(

中

央
町
３
‐
２
‐
５)

対
象　
20
～
40
歳
で
独
身
の
人

定
員　
男
性
14
人
、
女
性
8
人

費
用　
男
性
３
千
円
、
女
性
千
円

申
込
期
限　
3
月
9
日
㈯

申
込
・
問　

古
河
婚
活
支
援
会(

担

当
：
大
西)

℡
０
８
０
‐
２
０
４
１
‐
１
５
１
５

kogakon@
docom

o.ne.jp

出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

期
日　
3
月
10
日
㈰

時
間　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
境
町
文
化
村
公
民
館(

境
町
上

小
橋
５
４
０)

対
象　

Ａ
コ
ー
ス
：
30
～
40
歳
代
の

人
、
Ｂ
コ
ー
ス
：
50
～
65
歳
の
人

定
員　
男
女
各
5
人

費
用　
男
性
３
千
円
、
女
性
千
円(

当

日
納
入)

申
込
期
限　
開
催
2
日
前

申
込
・
問　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
ベ
ル
・
サ

ポ
ー
ト
境
℡
０
２
８
０
‐
８
７
‐

７
０
８
５

０
２
８
０
‐
３
３
‐

８
１
７
６

info@
bell-support.

net(

受
付
時
間
：
火
・
金
曜
日
15
時
～

17
時
、
土
・
日
曜
日
10
時
～
16
時)

県
が
保
育
の
求
人
を
紹
介
し
ま
す

　
県
で
は
、
保
育
の
仕
事
に
就
き
た
い

人
の
希
望
条
件
に
合
う
求
人
を
案
内
し

就
業
後
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象　
保
育
の
仕
事(

保
育
士
、
保
育

教
諭
、
保
育
補
助
等)

を
探
し
て
い
る
人

※
保
育
士
資
格
を
持
た
な
い
人
を
含
む
。

問　
い
ば
ら
き
保
育
人
材
バ
ン
ク
事
務

局
土
浦
オ
フ
ィ
ス
℡
０
２
９
‐
８
９
６

‐
６
３
６
６

「
茨
城
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
」
と
し

て
活
躍
し
ま
せ
ん
か

　
元
気
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
後
は
依

頼
に
応
じ
て
活
動
し
ま
す
。

対
象　
豊
富
な
知
識
、
経
験
、
技
能
、

技
術
を
持
つ
お
お
む
ね
60
歳
以
上

問　
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
茨
城
わ

く
わ
く
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
‐
２
４
３
‐
８
９
８
９

姉
妹
都
市
情
報(

さ
く
ら
市)

■
平
山
郁
夫
展
～
悠
久
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド　
仏
教
の
来
た
道
～

　
開
館
30
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
と

し
て
平
山
氏
の
名
作
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
じ
め
、
各
地
風
景

や
人
物
素
描
、
50
点
を
超
え
る
仏
像
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
平
山
芸
術
の
奥
の

深
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　
３
月
17
日
㈰
ま
で

時
間　
10
時
～
17
時

場
所　
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム(

さ

く
ら
市
氏
家
１
２
９
７)

問　
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

℡
０
２
８
‐
６
８
２
‐
７
１
２
３

献
血
に
ご
協
力
を

日
時　
3
月
15
日
㈮
13
時
15
分
～
16
時

場
所　
市
役
所
古
河
庁
舎

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

3月の納税など
納期限および口座振替日は

3月29日㈮

保育料　　　　   　　　 　　　 3月分
児童クラブ保護者負担金　 2・3月分
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各種相談のご案内

   

市役所各庁舎案内
総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分(祝日・年末年始を除く)
◆古河市へのご提案等は、右の送信フォームからも
　受け付けています

相談窓口が分からない場合は、 市民協働課へご連絡ください

人口 (2月1日現在)

住民基本台帳から
総人口	 140,411人(－88)
男	 70,993人(－57)
女	 69,418人(－31)
世帯数
 64,752世帯(＋20)
 ( 　)内は前月比

区分 期日 時間 場所 予約 申込・問

市民の法律相談

4/12㈮
13時～16時40分
※相談時間は1人30分
まで。

1階会議室102 要予約
4/2㈫8時30分～
※同じ案件での再
相談はできません。
※各日7枠。

市民協働課

4/16㈫ 3階会議室A
4/18㈭ 中央公民館2階
4/26㈮ 1階会議室102

行政相談 4月はお休みします

税務相談 4/9㈫ 13時30分～16時30分 1階会議室102 要予約3/18㈪～
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡31-1540(坪野)

在住外国人
生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談の

み要予約
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 古河福祉の森会館 不要 子育て包括支援課℡48-6884

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡48-2280

心の健康相談 3/21㈭ 13時～15時 健康の駅
要予約 健康づくり課

℡48-6883知って得する
健康相談 3/14㈭ 10時30分～14時15分 古河福祉の森会館

就学相談 月～金 8時30分～17時15分 指導課 要予約 指導課
障がい者相談 3/22㈮ 13時30分～15時30分 2階研修室1 不要 障がい福祉課℡92-4919

ひきこもり相談 月～金 9時～17時
健康の駅

要予約
福祉推進課℡92-5771

さんぽ相談室
(本町2-9-16-402)

さんぽ相談室
℡090-3407-9599

認知症・高齢者に関する
個別相談 月～金 8時30分～17時 高齢者サポートセンター

古河・総和・三和 要予約
古河℡23-6517
総和℡23-5661
三和℡77-1901

出張年金相談
3/21㈭

10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

2/21㈬～ 下館年金事務所
℡0296-25-08294/17㈬ 3/18㈪～

消費生活相談 月～金 9時～12時
13時～16時

古河市消費生活センター
( 商工観光課内) 不要 古河市消費生活センター

℡23-1718

人権相談 3/13㈬ 13時～15時 1階市民相談室
1階相談室1-3 要予約 人権推進課

人権生活相談 第2・4土曜日
9時30分～11時30分 隣保館

要予約 隣保館℡48-1989
広域隣保人権生活相談

月・木9時30分～11時30分
山田幸助相談員 1階市民相談室

火・木・金10時～12時
峯和代相談員 第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 たんぽぽ館 要予約 古河市生活支援センター

℡92-7017

心配ごと相談 毎週水曜日 13時30分～15時30分
古河福祉の森会館/三和
地域福祉センター(会場
輪番)

要予約 古河市社会福祉協議会
℡48-0808

　

寄付

　アーティストMARO氏か
ら漆

し っ

喰
く い

一差『大切なものは
土の中』1点の寄付。

寄付
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栃木市(栃木県)
■栃木市立美術館企画展
「写真家が捉えた	昭和のこども」
　写真史に大きな足跡を残した木
村伊

い

兵
へ

衛
い

や土門拳、植田正治等が
撮影した約170点を展示します。
期間　3月24日㈰まで
時間　9時30分～17時(入館は16
時30分まで)
場所　栃木市立美術館(入舟町
7-26)
休館日　月曜日(祝日の場合は開
館）、3月21日㈭
費用　800円(中学生以下無料)
問　栃木市立美術館
℡0282-25-5300

野木町(栃木県)
■若の原農村公園の芝桜 
　例年4月頃から地元の人が管理する芝桜が見事に咲
き誇り、丘一面がピンク色に染まります。
　のんびりとした自然の中で春の息吹を感じてみませ
んか。
場所　若林771
問　産業振興課 
℡0280-57-4152

■博物館友の会会員募集中
　小山市立博物館では「土器作り」「拓本」「篆

て ん

刻
こ く

」
「郷土史学習」「古文書読解」「民話語り」「甲

か っ

冑
ちゅう

の着付
け」など、さまざまな学習を行っています。会員は博
物館の入館料が無料です！ 
期間　4月1日～令和7年3月31日
費用　年会費2,000円
申込期間　3月5日㈫～
申込・問　小山市立博物館(乙女1-31-7)
℡0285-45-5331

加須市(埼玉県)
■第25回記念全国高等学校女子
硬式野球選抜大会
　過去最多の54チームが出場し、
女子高校野球の頂点を目指しま
す。決勝戦は4月7日㈰に東京ドー
ムで行われます。
期間　3月21日㈭～31日㈰
場所　加須きずなスタジアム(下
三俣590)、田ケ谷サン・スポー
ツランド(上崎1850-1)ほか
問　スポーツ振興課
℡0480-62-6123

１月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！

◆
古
河
大
使
と
し
て
、
明
る
い

親
子
が
古
河
市
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

(

プ
リ
ン
・
60
代)

◆
榊
原
郁
恵
さ
ん
と
渡
辺
裕
太

さ
ん
の
古
河
大
使
と
し
て
の
今

後
の
活
動
は
、
た
く
さ
ん
紙
面

で
見
た
い
で
す
。

(

し
ー
り
ゅ
ー
マ
マ
・
40
代)

◆
は
な
も
も
体
育
館
や
古
河
福

祉
の
森
会
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
特
集
し
て
く
だ
さ

い
。
良
い
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て

い
る
の
で
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

(

ま
さ
お
じ
ち
ゃ
ん
・
60
代)

◆
災
害
時
の
避
難
場
所
特
集
や

分
か
り
や
す
い
マ
ッ
プ
な
ど
を

扱
っ
て
ほ
し
い
。

(BEN
EY

紅
鹿
・
50
代)

◆
サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー

ク
は
自
然
が
豊
か
で
、
気
分
転

換
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
の
も

気
持
ち
が
い
い
で
す
。

(

ひ
ま
わ
り
・
30
代)

■
榊
原
郁
恵
さ
ん
と
渡
辺
裕
太

さ
ん
と
の
鼎
談
に
た
く
さ
ん
の

反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古

河
大
使
に
就
任
さ
れ
た
お
二
人

の
今
後
の
ご
活
躍
が
楽
し
み
で

す
ね
。

◆
古
河
大
使
に
就
任
さ
れ
た
榊

原
郁
恵
さ
ん
と
渡
辺
裕
太
さ
ん

の
特
集
記
事
と
写
真
が
良
か
っ

た
で
す
。
亡
く
な
っ
た
渡
辺
徹

さ
ん
の
追
悼
公
演
が
古
河
市
で

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
す
て
き
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
市
長

さ
ん
と
の
対
談
も
と
て
も
興
味

深
く
拝
読
し
ま
し
た
。
お
二
人

が
古
河
大
使
に
就
任
さ
れ
た
こ

と
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
感

じ
ま
す
。(

キ
ヨ
ピ
ー
・
50
代)

◆
鼎て

い

談だ
ん

で
は
、
３
人
の
古
河
に

対
す
る
考
え
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。

(
お
ー
ち
ゃ
ん
・
50
代)

板倉町(群馬県)
■頼

た の も し

母子薬師堂のシダレザクラ
　例年3月下旬から4月上旬に見
頃を迎えます。高さ約16メート
ル、幹周り約2.5メートル、樹齢
は推定250年の巨木です。
　弘法大師が全国行脚の際、この
地につえを差しておいたところ、
根が張り花を咲かせたという伝説
が残ります。
場所　海老瀬59
59-1
問　産業振興課
℡0276-82-6139

小山市(栃木県)



施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)
広 告

   

＜ホームページ＞ 

株式会社ソーシン 

 お問い合わせ 総務部 

 ☎ 04-2936-3161 

WEB http://sohshin-net.co.jp 

ダスキン古河南支店
０２８０－４８－４８９１

無料
お気軽にお問い合わせください。
ご相談・お見積りはすべて です。

日野自動車 古河工場 期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

ご予約・お問い合わせ：日野自動車採用センター  　  0120-541-376

https://www.hino-works.infoWEB

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

詳細はコチラ！>>>
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広告内容などについては、広告スポンサーに直接お問い合わせください

※有料広告掲載については、 シティプロモーション課(℡92-3111)へ問い合わせください。



【問】 シティプロモーション課

～みんなに伝えたい古河の魅力～

今の生活に
感謝！

　朝日が昇る瞬間や夕日が沈む瞬間は、空がオレンジ色
に染まり幻想的な光景が広がります。天気が良いと富士
山が見えることも。子どもの送迎や愛犬の散歩をしなが
ら、自然の豊かさを感じる毎日です。
　もっとまちが栄えて…と思う反面、こんなにも豊かな
自然に恵まれていることにあらためて気付きました。

古河市在住21年　happyさん

こがでくらすと
豊かな自然に気付く！

◀

夕焼け

　あなたのくらしに欠かせない古河の魅力は
何ですか？　右の送信フォームから教えてく
ださい。お送りいただいた写真の中から、毎
月1枚掲載します。

令和6年3月1日発行
発行：古河市役所　〒306-0291 茨城県古河市下大野2248 ℡ 0280-92-3111
編集：シティプロモーション課　Mail：city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp

読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号で良かった内容や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   お気に入りの場所やオススメのお店を教えてください

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、ご
意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください

は が き で 応 募

メ ー ル・ 2 次 元 コ ー ド で 応 募

今月のプレゼント

3/15
必着

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
※当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。

【お店をPRしませんか】
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を随時募集
しています。詳細は、シティプロモーション課までご連絡ください

皆さんの「こがでくらすと」募集中！

老舗増田家さん
からのプレゼント

お食事券(1,000円分)　5名様
※うな重をご注文の人のみ使用可。
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